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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· スタッフ体調不良による欠勤の為、今週から来週にかけて勤務分担調整行なっています。各自勤務分担を確認し、間違えの無いようにして下さい。

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～　昨日の退室時、突然表情を硬くし、衝動的に走り出す事あります。男性スタッフ2名にて制止しますが、再び走り出そうとする事あり、叫び声をあげています。少しすると表情にも落ち着きが見られた為、自室にて衝動的に走り出してしまった理由を尋ねると「神が･･」と神に左右されてしまったと理由について話され、行動を起こした時の振り返りをする事が出来ています。衝動的に行動を起こした場合の危険性、何故現在畑中様が個室を利用しているのかを説明。説明には「そうなんですよ」と理解を示され、「自分でも抑えられないんですよ」と自分の思いを話されています。少しでも退室出来た事は評価として伝えていますが本人からの反応はありません。本日入浴と退室を促しますが、表情硬くし強く退室を拒否されています。理由について尋ねるも返答はありません。室内を歩き回ったりと落ち着きの無さも見られています。

　　　　　　　　　今後も退室時間及び回数を増やしていくと共に、退室の目的と必要性を繰り返し説明し、退室時間が拡大している事を評価として伝えていきましょう。又、退室時の情報も詳細に記録に残し、スタッフ間での情報交換を密に行い、統一したケアを提供していく事が大切となります。衝動的に行動を起こしてしまう可能性はある為、退室前や退室時の表情や口調等の変化を敏感に捉えその時に応じた対応をしていく事も必要となります。本人のペースに合わせ退室を促していきましょう。　　　　　　　

＜有効なケアが出来ているか？意見交換＞

スタッフからの意見として

・有効なケアを行う為には、まず患者様一人一人の最も必要としている事を見極めなければなら

　ない。

・ケアを行っても、効果が見えなければ有効と言えないのでは？

・患者様それぞれの問題等に合わせケアをする事。

・どのような結果、効果があれば有効なケアと言えるのか？

・自分本位のケアであり、患者様が本当に望んでいるケアを行えていないのではないか？

・自分の思い上がりでケアを行っているのかもしれない。

・患者様との信頼関係を築く事で有効なケアを行えるのではないか？

　今回の意見交換ではこの様な意見がスタッフより聞かれています。今後も自分達が本当に有効

ケアを行えているのか？有効なケアとは何か？意見交換を行い、検討していく事が必要だと思わ

れます。













